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焼却施設解体工事開始届出書
　年　  月　　日
（届出先）
横浜市長
届出者　　住　所　
氏　名　
（法人の場合は、名称及び代表者の氏名）

　横浜市生活環境の保全等に関する条例第99条第１項又は第２項の規定により次のとおり届け出ます。
	解体工事の名称
	

	工事概要
	解 体 方 法
	全部解体　・　一部解体

	
	工 事 区 分
	Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ

	 施設の設置場所及び事業所名
	

	解体工事（解体・撤去）
の施工場所及び事業所名
	

	施設の概要
	施設の規模及び能力
	焼  却  能  力
	火床面積又は火格子面積
	一次燃焼室の容積

	
	
	　kg/時 
	ｍ２ 
	ｍ３ 

	
	主な焼却物の種類
	

	
	施設の廃止年月日
	年       月       日

	解体工事期間
	年　　月　　日　～　　　　年　　月　　日

	注文者
	氏名又は名称
	

	
	住　所
	〒

	
	電話番号
	（     ）
	担当者名
	

	元請業者
	氏名又は名称
	

	
	住　所
	〒

	
	電話番号
	     （     ）
	担当者名
	

	解体工事業者
	氏名又は名称
	

	
	住　所
	〒

	
	電話番号
	     （     ）
	担当者名
	



（Ａ４）

（裏）

	添   付   書   類
	□　解体工事を行う焼却施設の周囲の状況、施設の配置（焼却施設の全部又は一部が建屋内にある場合、建屋の位置を合わせて表示する。）、車両、機械等の洗浄場所及び解体工事により発生する廃棄物の保管場所を示した図面
□　解体工事を行う焼却施設内部の汚染物の事前サンプリング調査結果
□　解体工事におけるばいじん等の飛散防止及び汚水の流出（地下への浸透を含む。）防止のための措置（排気及び排水の処理の方法を含む。）の概要
□　解体工事により発生する廃棄物（焼却施設から除去した汚染物及び排水処理により発生する廃棄物を含む。）の種類ごとの発生見込量、保管方法（保管場所の雨水対策及び地下浸透防止対策を含む。）及び処理の方法
□　大気、土壌及び水質に係る環境調査の方法及び試料採取の場所
□　解体工事に関わる住民に対する情報提供の方法
□　解体工事の工程表
□　労働安全衛生法第88条及び労働安全衛生規則第90条第５号の３に定める届出をした場合、その添付資料の写し




（注意）　添付書類は、該当する項目の□にレ印を記入してください。


	届出に関する
連絡先
	所属　　　　　　部　　  　　　    　課　　　　  　　     　係
担当者氏名　　　　　　　　 電話番号　　　（     ）      （内線　　　　　）











